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Q29a γ線 SNR W51Cにおける宇宙線によるC0/COアバンダンス比の空間変化
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宇宙線は、分子雲 (特にAV >10 magの領域)において物質の状態を決定する重要 な要素の１つである。これ
まで宇宙線の測定には、DCO+などのイオンの観測が用いられてきたが、それらは輝線強度が非常に弱く、SNR
など宇宙線の増加が見込まれる領域を広く 観測するには不向きである。近年、モデル計算によりC0/COアバン
ダンス比が宇宙線電離度の良い指標とな ることが示唆されている。[C i]、COは、ともに強い輝線を出すため、
容易にマッピング観測が可 能である。したがって、C0/CO比を用いることで、宇宙線の研究が大きく発展する可
能性 がある。しかし、宇宙線が強い領域におけるC0/CO比の振る舞いは、観測的に十分調べ られていなかった。
我々はASTE、NRO45mを用いて、SNR W51C (d=5.4 kpc)に対して、[C i] (3P1-

3P0)、12,13CO(1-0)のマッ
ピング観測を行った (マップ サイズ: 28 pc×14 pc)。W51Cは、γ線で明るいmiddle-aged SNR (30,000 yr)で、
DCO+の一点観 測から分子雲内で宇宙線電離度の上昇が示唆されている数少ないの天体の１つで ある。W51C
に付随する分子雲 (AV >20 mag)でのC0/CO比を調べたところ、中央値 は 0.55であり銀河系内の星形成領域に
対するC0/CO比 (∼0.1)よりも有意に高かった。さらに、C0/CO比は、SNR中心からの距離が離れるにしたがっ
て減少する傾向 が見られ、その広がりは低エネルギー宇宙線 (∼100 MeV)の拡散距離と一致 することが分かっ
た。また、PDRモデルを用いて宇宙線電離度を求めたところ ζ ∼ 1× 10−15 s−1であり、分子雲における典型的
な ζよりも 2桁高 いことがわかった。以上の観測結果は、W51Cで加速された低エネルギー宇宙線が周囲の分子
雲内で C0/CO比を上昇させていること、[C i]が宇宙線環境を調べるうえで 強力な指標となること示している。


